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1 動機 

（経緯） 

 
地域に根ざした金融機関として、定年退職や年金受給を迎えた方々に、地元の温

泉と美味しい食事でこれまでの疲れを落とし、元気に第 2 の人生をスタートしてい
ただくことを目的とし、7～8年前から取扱いを開始しています。 

また、氷見は旅館・民宿業が盛んな地域のため、長引く景気低迷下で頑張ってい
る地元の旅館・民宿を応援することにより地域経済を活性化し、氷見を元気にする
ことも、当該キャンペーンの目的としています。 
 

 
2 概要 

 
○ 募集期間は平成 21年 1月 1日から平成 21年 12 月 31日まで 
○ 対象となるのは、以下のいずれかに該当する方 

年金  平成 21年 1月 1日以降、新規に公的年金※の振込口座を当 JAにご指
定いただき、かつ 1回に 10万円以上お振込の方 
※ 既に受給中で他の金融機関から振込口座を変更される方、障

害年金や遺族年金は対象外 
退職金 55歳以上かつ直近 3ヵ月以内に退職金をお受取りになられた方で、

300万円以上を定期貯金（期間 1年以上）にお預入の方 
○ 年金ご指定の方には、氷見市内の旅館・民宿で使えるご利用券 1万円分を進呈 
○ 退職金をお預入の方には、旅館・民宿ご利用券 1万円分に加え、店頭表示金利に

0.1%の金利上乗せを実施 
   ※ 旅館・民宿ご利用券は、JA観光ご利用の場合のみ有効 
   ※ 金利上乗せは、当初預入期間のみ有効 
 

 
3 成果 

（効果） 

 
○ 取扱い開始以来、利用者からは好評をいただいております。利用券のほぼ全てが

実際に使用され、地元の旅館・民宿業者の方からも感謝されており、地域経済の
活性化に貢献できていると感じています。 

○ また「JAは地域に根ざした金融機関である」との職員の意識も高まりました。 
 

 
4 今後の 

予定(課題) 

 
○ 好評につき、当該キャンペーンの取扱いを継続する予定です。 
○ また、利用者の満足度向上やより一層の地域貢献を目指し、今後はさらなる施策

を考えていきたいと思います。 
 

      


